
型番表

パッキン メカニカルシール

F724 F4724

FH724 FH4724

G724 G4724

H724 H4724

HL724 HL4724

K724 K4724

KK724 KK4724

L724 L4724

LQ724 LQ4724

LL724 LL4724

図1：F、FH、Gサイズ

図2：H、HL、K、KK、L、LQ、LL
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はじめに
このマニュアルで使用されている図は識別のみを目的としており、
部品のご注文には使用できません。部品リストの入手について
はViking Pump®の取扱店にお問い合わせください。修理部品を
ご注文の際は、ポンプの型番とシリアル番号とともに、部品の完
全な名前、部品番号、および材料をご指定ください。マウントさ
れていないポンプまたはポンプユニットの型番とシリアル番号
は銘板に記載されています。このマニュアルの内容は「型番表」
（1ページ）で指定されたポンプモデルにのみ適用されます。ポ
ンプの仕様と推奨事項は、vikingpump.comで入手できる「カタロ
グセクション」に記載されています。

テクニカルサービスマニュアル：設置、運転、保守
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安全に関する情報と指示
ポンプの設置、運転、または保守を不適切に行うと、大けがまたは死亡事故の
原因となったり、ポンプや他の機器の損傷の原因となるおそれがあります。バ
イキングの保証は、不適切な設置、運転、または保守による故障を対象として
おりません。

ここに記載されている情報は、ポンプの設置、運転、または保守を始める前に
必ずお読みください。また、このマニュアルをポンプと一緒に保管してくださ
い。ポンプの設置、運転、および保守は、必ず適切な訓練を受けた有資格者の
みが行ってください。

以下の安全に関する指示を常にお守りください。

⚠ 危険 = 記載された指示に従わなかった場合、大けがまたは死亡事故
につながるおそれがあります。

⚠ 警告 = 記載された指示に従わなかった場合、ポンプや他の機器の損
傷を引き起こすおそれがあり、場合によっては大けがまたは死亡事故
につながるおそれがあります。

⚠ 警告
ポンプの吸込口と吐出口の隣に圧力計/センサーを取り付けて、
圧力を監視してください。

⚠ 警告
ポンプを吊り上げるときは細心の注意を払ってください。必要に
応じて適切な吊り上げ装置を使用してください。ポンプに取り付
ける吊り上げ用アイボルトは、ポンプの吊り上げにのみ使用し、
ドライブやベースプレート付きのポンプでは使用しないでくだ
さい。ポンプがベースプレートに取り付けられている場合は、吊
り上げ目的にかかわらず、必ずベースプレートを使用してくださ
い。吊り具を吊り上げに使用する場合は、安全かつ確実に取り付
けてください。ポンプ単体の重量（ドライブやベースプレートを
含まない）については、Viking Pump®の製品カタログを参照して
ください。

⚠ 危険
禁止：スプリング圧が解放されていない、または運転中のポンプ
に取り付けられている、圧力逃し弁を分解しないでください。

⚠ 危険
ポンプやドライブの高温部分への接触は避けてください。特定の
運転条件、温度制御装置（ジャケット、ヒートトレースなど）、不適
切な設置、不適切な運転、および不適切な保守はすべて、ポンプ
やドライブが高温になる原因になります。

⚠ 警告
ポンプには圧力保護を施してください。これは、ポンプに直接取
り付ける安全弁、インライン圧力逃し弁、トルク制限装置、ラプ
チャーディスク（破裂板）などによって行うことができます。運転
中にポンプの回転が逆転する可能性がある場合は、ポンプの
両側に圧力保護を施してください。安全弁調整ねじキャップは、
常にポンプの吸込口側に向けてください。ポンプの回転が逆に
なった場合は、安全弁の位置を変えてください。圧力逃し弁を
ポンプ流量の制御や吐出圧力の調整に使用することはできま
せん。詳細については、「付録 設置に関する一般的な注意事項」
の「第5項 圧力保護」を参照するか、Viking Pump®の取扱店で
Engineering Service Bulletin（技術サービス速報）ESB-31を入
手してください。

⚠ 警告
ポンプの設置にあたっては、定期的な保守や運転中の点検の際
に安全に立ち入ることができ、漏れのチェックやポンプの運転の
監視ができるような方法で設置してください。

⚠ 危険
液体チャンバー（ポンプ室、タンク、安全弁調整キャップなど）を
開く前に、次のことを確認してください。

• チャンバー内の圧力が、吸込もしくは吐出ラインまたは他の
適切な開口部もしくは接続部を通して完全に排出されている
こと。

• ポンプ駆動システム（モーター、タービン、エンジンなど）が
「ロックアウト」されているか、そうでなければ運転不能にさ
れていて、ポンプの作業中に始動できないこと。

• 作業者が、ポンプで扱っている材料を認識し、その材料の材
料安全データシート（MSDS）を入手しており、材料を安全に
取り扱うためのあらゆる適切な予防措置について理解し従っ
ていること。

⚠ 危険
ポンプを運転する前に、すべてのドライブガードが所定の位置に
あることを確認してください。

⚠ 危険
禁止：吸込配管または吐出配管が接続されていない場合は、ポ
ンプを運転しないでください。

⚠ 危険
禁止：ポンプシャフトが回転する可能性がある場合は、ポンプ室
やその接続口、または駆動系統のどの部分にも指を入れないで
ください。

⚠ 警告
禁止：新しいサービスへの適合性を確認するまで、ポンプの定格
圧力、速度、および温度を超える運転をしたり、システム/デュー
ティパラメータをポンプの初回供給時のものから変更したりし
ないでください。

⚠ 警告
ポンプを運転する前に、次のことを確認してください。

• ポンプが清潔で破片などがないこと。
• 吸込管および吐出管のすべてのバルブが完全に開いている
こと。

• ポンプに接続されているすべての配管が完全に支えられて
いて、ポンプに沿って正しく設置されていること。

• ポンプの回転が目的の流れの方向に正しく向いていること。
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特記事項

回転
バイキングポンプは、時計方向または反時計方向のどちらの回
転でも同様に機能します。シャフトの回転によって、どちらが吸込
口になり、どちらが吐出口になるかが決まります。ポンピング要素
（歯車の歯）の噛み合いが外れる部分が吸込口になります。

圧力逃し弁
1. バイキングポンプは容積式ポンプであり、何らかの圧力保護
を施す必要があります。これは、ポンプに直接取り付ける安全
弁、インライン圧力逃し弁、トルク制限装置、ラプチャーディス
ク（破裂板）などによって行うことができます。

2. 安全弁に対応するように設計されたポンプモデルでは、安全
弁のオプションを選択できます。
G、H、HL、K、KK、L、LQ、LLサイズのみ：タンク戻り型安全弁、
ジャケット付き安全弁などのオプションがあります。ジャケット
ヘッドプレート付きのポンプでは安全弁を使用できません。

3. 運転中にポンプの回転が逆転する場合は、ポンプの両側に
圧力保護を施してください。

4. 安全弁調整ねじキャップは、常にポンプの吸込口側に向けて
ください（「図3」（3ページ）を参照）。ポンプの回転が逆に
なった場合は、圧力逃し弁を外して両端を逆にしてください。

5. 圧力逃し弁をポンプ流量の制御や吐出圧力の調整に使用す
ることはできません。

圧力逃し弁の詳細については、「付録、設置に関する一般的な注
意事項」の「第5項 圧力保護」を参照するか、Viking Pump®の取
扱店でEngineering Service Bulletin（技術サービス速報）ESB-
31を入手してください。

保守
ポンプは、最低限の保守を行うことで、幅広い用途条件において
問題のない長寿命の耐用年数となるように設計されています。
下記のポイントは長寿命化に役立ちます。

図3：安全弁の位置 
（代表的なGサイズのポンプではありません）

安全弁調整ねじキャップ

吐出口

吸込口

潤滑
多目的グリースNLGI#2を使用し、500時間の運転ごとにハンド
ガンで外部潤滑剤をすべての潤滑継手にゆっくりと塗布してく
ださい。潤滑に関する具体的なご質問は、Viking Pump®の取扱
店にお問い合わせください。バイキングが互換性チェックに使用
している標準のグリース増粘剤のタイプについては、「付録」の
「Engineering Service Bulletin（技術サービス速報）ESB-515」
を参照してください。極度の高温または低温を伴う用途では他
の種類の潤滑が必要になります。

パッキンの調整
新しいパッキンポンプでは、パッキンがなじむにつれて漏れを
制御するために、最初にパッキンの調整が必要になります。初期
調整は慎重に行い、パッキングランドを締め付けすぎないよう
にしてください。初期調整後は、点検によりパッキングランドの
調整またはパッキンの交換が必要かどうかを明らかにします。
ポンプのパッキンの調整については、Viking Pump®の取扱店で
Engineering Service Bulletin（技術サービス速報）ESB-521を入
手してください。

エンドクリアランスの調整
長期間の運転後は、大きな修理を行わなくてもポンプのエンドク
リアランスを調整することで、ポンプの性能を向上させることが
可能な場合があります。この手順に関する情報については、「スラ
スト軸受の調整」（10ページ）に記載されている指示を参照し
てください。

ポンプの洗浄
ポンプはできるだけ清潔に保ってください。点検、調整、修理の
作業が容易になり、グリースフィッティングの汚れの見落としが
なくなります。

保管
ポンプを保管する場合、またはかなりの長期間使用しない場合
は、ポンプの排水を行い、ポンプ内部のすべての部品に非洗浄
性SAE 30ウェイトオイルを薄く塗布してください。継手に潤滑油
を塗り、ポンプシャフト延長部にグリースを塗布してください。オ
イルを循環させるために30日ごとにポンプシャフトを1回転させ
ることをお勧めします。

推奨される修理用工具
ポンプを正しく修理するには下記の工具が必要です。これらの工
具は、オープンエンドレンチ、ペンチ、スクリュードライバなどの
標準的な工作機械の工具とは別のものです。ほとんどが産業用
工具取扱店で入手できます。

1. ソフトヘッドハンマー
2. 六角棒スパナ（一部のメカニカルシールとセットカラー）
3. パッキンフック、フレキシブル（パッキンポンプ）
 2-810-049-999 - 1/4インチ、H～HLポンプ
 2-810-042-999 - 3/8インチ以上、K～LLポンプ

4. メカニカルシール取り付けスリーブ
5. ベアリングロックナットスパナレンチ
 2-810-043-375、F～Gポンプ
 2-410-044-375、H～LLポンプ

6. スパナレンチ、ダブルエンドキャップ用アジャスタブルピンタ
イプ - 2-810-008-375

7. 真鍮バー
8. アーバープレス
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図4：分解図（F、FH、Gサイズ）

図5：分解図 - 724シリーズ™（H、HL、K、KK、L、LQ、LLサイズ）

品目 部品名 品目 部品名 品目 部品名
1 ナット、セルフロック 10 内部リテーニングリング 19 ローターおよびシャフト
2 カラー、ベアリングスペーサ（2） 11 ナット、パッキングランド 20 アイドラー
3 リップシール（2） 12 ワッシャー、パッキングランドリテーナ 21 ガスケット、ヘッド
4 グリースフィッティング 13 パッキングランド、スプリット 22 アイドラーピン
5 皿ばね座金（2） 14 パッキン 23 ヘッド
6 ボールベアリング、2列、プレーン 15 ワッシャー、パッキンリテーナ 24 止めねじ、ヘッド（6）
7 止めねじ、ブラケット（2） 16 パイププラグ、1/8インチ 25 メカニカルシール（4724シリーズ™）
8 ブラケット 17 ブッシュ、ケーシング 37 内部安全弁（Gサイズのみ）（図示せず）

9 エンドキャップ、ベアリングハウジ
ング 18 ケーシング

品目 部品名 品目 部品名 品目 部品名
1 ロックナット 14 パッキン押さえ 27 アイドラーおよびブッシュアセンブリ
2 ロックワッシャー 15 パッキンリテーナワッシャー 28 アイドラーブッシュ
3 ベアリングハウジング用エンドキャップ 16 ケーシングブッシュ 29 ヘッドガスケット
4 リップシールベアリングハウジング 17 グリースフィッティング（アングル） 30 アイドラーピン

5 ベアリングスペーサーカラー 18 圧力逃しプラグ 31 ヘッドおよびアイドラーピンアセン
ブリ

6 ボールベアリング 19 グリースフィッティング 32 ジャケットヘッドプレート用Oリング

7 ベアリングスペーサーカラー、くぼみ
付き 20 ブラケット 33 ジャケットヘッドプレート

8 半円形リング 21 ブラケット用止めねじ 34 ヘッド用止めねじ
9 ベアリングハウジングおよび止めねじ 22 ケーシングステム用Oリング 35 安全弁ガスケット

10 パッキングランド 23 バックフランジOリング 36 バルブ用止めねじ
11 パッキングランドナット 24 ケーシング 37 内部安全弁

12 パッキングランド止めねじ（QおよびM
はスタッド付き） 25 パイププラグ

13 パッキン 26 ローターおよびシャフトアセンブリ

シールおよびリビルドキットの入手については、Viking Pump®の認定在庫取扱店にお問い合わせください。

シールおよびリビルドキットの入手については、Viking Pump®の認定在庫取扱店にお問い合わせください。
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図6：分解図 - 4724シリーズ™（H、HL、K、KK、L、LQ、LLサイズ）

品目 部品名 品目 部品名 品目 部品名
1 ロックナット 12 圧力逃しプラグ 23 アイドラーおよびブッシュアセンブリ
2 ロックワッシャー 13 グリースフィッティング 24 アイドラーブッシュ
3 ベアリングハウジング用エンドキャップ 14 ブラケット 25 ヘッドガスケット
4 リップシールベアリングハウジング 15 ブラケット用止めねじ 26 アイドラーピン
5 ベアリングスペーサーカラー 16 ケーシングステム用Oリング 27 ヘッドおよびアイドラーピンアセンブリ
6 ボールベアリング 17 バックフランジOリング 28 ジャケットヘッドプレート用Oリング

7 ベアリングスペーサーカラー、くぼみ
付き 18 ケーシング 29 ジャケットヘッドプレート

8 半円形リング 19 パイププラグ 30 ヘッド用止めねじ
9 ベアリングハウジングおよび止めねじ 20 ローターおよびシャフトアセンブリ 31 安全弁ガスケット
10 シールチャンバー用リップシール 21 ケーシングブッシュ 32 バルブ用止めねじ
11 グリースフィッティング（アングル） 22 メカニカルシール 33 内部安全弁

ポンプの分解

F、FH、Gサイズ（ポンプの分解）

1. ポンプからヘッドを取り外します。ポンプのヘッドに安全弁が
付いている場合は、ヘッドを取り外す前に安全弁を取り外す
必要があります。

2. ヘッドガスケットを取り外します。新しいガスケットを使用で
きない場合は、ポンプヘッドを取り外す際に損傷していなけ
れば元のガスケットを再使用することもできます。

3. アイドラーピンからアイドラーを取り外します。アイドラーピ
ンが摩耗している場合は、アイドラーピンとアイドラーブッ
シュの両方を交換する必要があります。FおよびFHサイズで
は、アイドラーおよびブッシュアセンブリを交換する必要があ
ります。適度の力でピンを押し出せば、ヘッドからアイドラー
ピンを取り外せます。

4. シャフトの平らな部分に適切なレンチを使用してシャフトが
回転しないように保持しながら、スパナレンチでベアリング
ロックナットを取り外します。真鍮棒や木材をポート部分およ
びローターの歯の間に挿入して、シャフトが回転しないよう
に保持することもできます。ロックナットを外したら、この真鍮
棒を取り外します。

⚠ 危険！
バイキングポンプの液体チャンバー（ポンプ室、タンク、安全弁調
整キャップなど）を開く前に、次のことを確認してください。
1. チャンバー内の圧力が、吸込もしくは吐出ラインまたは他の
適切な開口部もしくは接続部を通して完全に排出されている
こと。

2. 駆動手段（モーター、タービン、エンジンなど）が「ロックアウト」
されているか運転不能にされていて、ポンプの作業中に始動
できないこと。

3. 作業者が、ポンプで扱っている液体を認識していて、液体を安
全に取り扱うために必要な予防措置を知っていること。液体の
材料安全データシート（MSDS）を入手し、必ずそれらの予防
措置について理解してください。

前述の予防措置に従わなかった場合、大けがまたは死亡事故に
つながるおそれがあります。

⚠ 注意！
ポンプからヘッドを取り外す際に、通常はアイドラーがアイドラー
ピンに残りますが、ヘッド内部が下向きに傾いている場合は落下
します。固い面に落下すると、アイドラーが損傷する可能性があり
ます。アイドラーが落下した場合は入念にチェックし、再組み立て
の前に傷やでこぼこのある部分をすべてやすり掛けするか砥石で
研いでください。

シールおよびリビルドキットの入手については、Viking Pump®の認定在庫取扱店にお問い合わせください。
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図7： 
パッキン部分の断面（724シリーズ™）

図8： 
メカニカルシール部分の 断面（4724シリーズ™）

図9：

5. ブラケット用止めねじを外し、ケーシングからブラケットを分
解します。

6. 724シリーズ™パッキンポンプの残りの分解手順。
「図7」（6ページ）を参照してください。
パッキングランドナット、パッキングランドリテーナワッ
シャー、2分割パッキングランドを取り外します。この時点で
は、内部リテーニングリングを取り外す必要はありません。
ローターとシャフトを取り外すには、ソフトハンマーでヘッド
部分を押したり叩いたりします。これで、パッキンとパッキンリ
テーナワッシャーを取り外せます。

7. 4724シリーズ™メカニカルシールポンプの残りの分解手順。
「図8」（6ページ）を参照してください。
1/8インチのソケットヘッドパイププラグをケーシングから取
り外し、メカニカルシール上の2本の六角ヘッド止めねじを
緩めます。
パッキングランドナットとシールシートを取り外します。ガス
ケットとシールシートに摩耗がないか調べます。シールを再
使用する場合は、メカニカルシールの回転部を以下のように
して取り外します。ヘッドとアイドラーを取り外します。シール
の外側端部がシャフトの最初のアンダーカットとほぼ同一平
面になるまで、ローターとシャフトを押し出します。その後ロー
ターシャフトをケーシングに引き戻し、「図9」（6ページ）に
示すようにヘッドとアイドラーをケーシングに再度取り付けま
す。これにより、回転部材がケーシングを超えて配置されます。
その後、「図9」（6ページ）に示すように、ワイヤースパナレ
ンチを回転部材の下に入れます。シールシートを回転部材の
上に置き、下方向にしっかりと押し込みます。この位置で2つの
取付用クリップを回転部材に180°離して取り付けてから、シー
ルの回転部材を取り外します。取付用クリップによってシール
内の負荷が取り除かれ、シールの分解と再組み立てが簡単
になります。ヘッドとアイドラーを再度取り外すと、ローターと
シャフトを取り外せるようになります。

8. スラスト軸受の部品を取り外すには、「図10」（7ページ）を
参照し、まずエンドキャップを固定している止めねじを緩めま
す。次に、エンドキャップを取り外すと、ボールベアリングと皿
ばね座金を取り外せるようになります。ベアリングは完全に
洗って点検します。摩耗や損傷の形跡がある場合は、新しい
ベアリングを使用する必要があります。ベアリングを交換する
ことをお勧めします。

9. ケーシングに摩耗がないか、特にポート開口部間の内側を調
べます。

10. ケーシングブッシュを点検し、摩耗の兆候がある場合は交換
してください。

11. ブラケットとエンドキャップのリップシールを確認します。そ
れらのリップシールはこのアセンブリにとって重要なため、
良好な状態でない場合は交換してください。リップシールは
ボールベアリング用のグリースシールとなり、ベアリングに泥
や破片が入らないようにするためのシールドとしても機能し
ます。
新しいリップシールを取り付ける際は、「図10」（7ページ）
に示す方向にリップが向いて組み付けられていることを確認
します。

12. 新しいカーボングラファイトブッシュを取り付ける必要があ
る場合は、脆い材料で容易にひび割れするため、破損しない
ように細心の注意を払ってください。ひびが入ると、このブッ
シュはすぐに分解します。カーボングラファイトブッシュを取
り付ける際は、必ずアーバープレスを使用してください。ブッ
シュの先端がまっすぐであることを確かめてください。ブッ
シュが正しい位置に来るまで、押し込み操作を止めないでく
ださい。この操作を開始および停止する際にひびが入る可能
性があります。

パッキン

パッキングランド
固定ワッシャー

パッキン固定
ワッシャー

内部リテーニング
リング

パッキングランド
ナット

2分割パッキン
グランド

パイププラグ

パッキングランドナット

パイププラグ PTFEガスケット

ガスケット

シールシート

回転部材

止めねじ
シールシート

クリップ

回転部材

スパナレンチ
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図11：

図10：

H、HL、K、KK、L、LQ、LLサイズ（ポンプの分解）

⚠ 注意！
アイドラーがアイドラーピンから落ちないようにしてください。取り
外す際にヘッドを上に傾けることで、それを防止できます。できる
だけヘッドガスケットに損傷を与えないようにしてください。

1. ポンプからヘッドを取り外します。
ポンプに逃し弁が付いている場合は、この時点でヘッドから
取り外したり分解したりする必要はありません。「圧力逃し弁
の手順」（11ページ）を参照してください。ポンプにスチー
ムジャケットヘッドプレートが付いている場合は、ポンプか
らヘッドを取り外す際に、このプレートがヘッドから分離しま
す。ヘッドとジャケットヘッドプレートの間にある圧縮Oリング
を取り外し、上記部品のガスケット面を清掃する必要があり
ます。

注：これらのポンプでは、ケーシングとブラケットアセンブリ
にスチームジャケット機能も内蔵されています。このスチーム
ジャケットのシーリングが破損しないようにするため、保守の
一環としてポンプを分解するときに、取付ブラケットからケー
シングを取り外さないでください。ポンプにジャケットヘッド
プレートが付いている場合、通常は分解する際にポンプヘッ
ドとジャケットヘッドプレートの間にあるOリングを交換する
必要があります。それらのOリングはポンプの予備部品とし
て、装着されている数だけ用意しておく必要があります。

2. アイドラーとブッシュアセンブリをアイドラーピンから取り外
します。過度に摩耗した部品はすべて交換します。カーボン
ブッシュの交換については、手順12の注意を参照してくだ
さい。

3. 注：ローターの歯の間やケーシングのポート部に挿入した木
材または真鍮棒は、シャフトが回転するのを防ぎます。ロッ
クワッシャーをひねり、スパナレンチを使用して、ロックワッ
シャーとロックナットを外します。

4. 724シリーズ™ポンプのパッキングランドナットを緩めます。
シャフトを約0.5インチ前に押し出し、内側ベアリングスペー
サカラーの下に1対の半円形リングがあるか点検します（K、
KK、L、LQ、LLサイズのみ）。ある場合は、ローターやシャフト
をポンプから取り外す前に、これらのリングを外す必要があ
ります。

5. ローターおよびシャフトアセンブリをポンプから慎重に取り外
します。注：ブラケットブッシュに損傷を与えないようにしてく
ださい。4724シリーズ™ポンプでは、メカニカルシールの回
転部は通常、シャフトと一緒に外れます。ブラケットの座ぐり穴
から固定シールシートを取り外します。過度に摩耗している場
合は、ローターおよびシャフトアセンブリを交換します。

6. エンドキャップを所定の位置に固定しているベアリングハウ
ジングのフランジにあるラジアル止めねじを緩め、スパナレ
ンチを使用して、エンドキャップとリップシール、ベアリングス
ペーサーカラーを取り外します。

7. 2列ボールベアリングとスペーサーカラーをベアリングハウジ
ングから取り外します。ベアリングは完全に洗って点検します。
摩耗や損傷の形跡がある場合は、新しいベアリングを使用す
る必要があります。ベアリングを交換することをお勧めします。

8. ベアリングハウジングのフランジにある2本の軸止めねじを
緩め、ブラケットからハウジングを取り外します。エンドキャッ
プとベアリングハウジングのリップシールを点検し、良好な状
態でない場合は「図11」（7ページ）に示すとおりの向きの
リップを交換します。

9. 4724シリーズポンプでは、ケーシングのリップシールを点検
し、必要に応じて交換します。ケーシングブッシュの交換が必
要な場合は、このリップシールを取り外す必要があります。手
順12を参照してください。

エンドキャップ

ロックナット

ベアリング
スペーサ（2）

止めねじ

2列ボールベアリング

皿ばね座金（2）

リップシール（2）

⚠ 危険！
バイキングポンプの液体チャンバー（ポンプ室、タンク、安全弁調
整キャップなど）を開く前に、次のことを確認してください。
1. チャンバー内の圧力が、吸込もしくは吐出ラインまたは他の
適切な開口部もしくは接続部を通して完全に排出されている
こと。

2. 駆動手段（モーター、タービン、エンジンなど）が「ロックアウト」
されているか運転不能にされていて、ポンプの作業中に始動
できないこと。

3. 作業者が、ポンプで扱っている液体を認識していて、液体を安
全に取り扱うために必要な予防措置を知っていること。液体の
材料安全データシート（MSDS）を入手し、必ずそれらの予防
措置について理解してください。

前述の予防措置に従わなかった場合、大けがまたは死亡事故に
つながるおそれがあります。
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10. 724シリーズ™ポンプのブラケットブッシュを交換したり、
パッキンを調整したりする必要があると思われる場合は、
パッキングランドナット、古いパッキン、パッキン押さえ、パッ
キンリテーナワッシャーを取り外します。手順12を参照してく
ださい。

11. ケーシングに過度の磨耗がないか調べ、必要に応じて交換し
ます。

12. ケーシングブッシュの摩耗を点検し、必要に応じて交換しま
す。手順9および手順10を参照してください。新しいカーボン
グラファイトブッシュを取り付ける必要がある場合は、脆い材
料で容易にひび割れするため、破損しないように細心の注意
を払ってください。ひびが入ると、これらのブッシュはすぐに
分解します。カーボングラファイトブッシュを取り付ける際は、
必ずアーバープレスを使用してください。ブッシュの先端が
まっすぐであることを確かめてください。

⚠ 注意！
ブッシュが正しい位置に来るまで、押し込み操作を止めないでくだ
さい。この操作を開始および停止する際に、ブッシュにひびが入る
可能性があります。

取り付け後にブッシュにひびがないかチェックしてください。
高温の運転では、多くの場合、カーボングラファイトブッシュ
に追加の締まりばめが施されます。Viking Pump®取扱店に
お問い合わせください。高温用途の詳細については、Viking 
Pump®取扱店でEngineering Service Bulletin（技術サービス
速報）ESB-3を入手してください。

13. メカニカルシール（4724シリーズ™）：ポンプのメカニカル
シールに不具合が生じた場合は、新しいシールと簡単に交
換できます。このシールには2つの基本部品があります。回転
部材と固定シートです（「図12」（9ページ）を参照）。回転
部材をシャフトに保持している止めねじを緩めます。シャフト
から回転部材を取り外し、ケーシングから固定シールシート
を外します。メカニカルシールの原理は、回転部材と固定部
材の接触です。これらの部品には高度なラップ仕上げが施さ
れ、シールの効果は完全な接触が得られるかどうかによって
異なります。

ポンプの組み立て

F、FH、Gサイズ（ポンプの組み立て）
1. ローターとシャフトを取り付けます。ブラケットブッシュに損
傷を与える可能性のあるバリや異物がシャフトにないことを
確認します。

2. ヘッドガスケットをヘッドの上に置きます。アイドラーがアイ
ドラーピンに付いた状態で、ヘッドとアイドラーをポンプに
置き、止めねじを均等に締め付けます。三日月部がローター
の内径に入るまでヘッドの上部をポンプの反対側にわずか
に傾け、アイドラーの歯がローターの歯と噛み合うまでアイド
ラーを回転させます。これにより、ヘッドをポンプに置きやす
くなります。

3. 724シリーズ™の再組み立て（「図7」（6ページ）を参照）。
ポンプを垂直位置にした状態で、パッキンリテーナワッ
シャーをスタッフィングボックスの底部に取り付け、パッキン
の3つのリングを取り付けます。新しいパッキンのセットを取
り付けることをお勧めします。各ジョイントをずらしてパッキ
ンの3つのリングを取り付けます。2分割パッキングランドを
取り付けます。2分割パッキングランドの上にパッキングラン
ドリテーナワッシャーを置き、パッキングランドナットをケー
シングに組み付けます。（手順4にスキップ）。

これでパッキンを調整する準備ができました。パッキンを締
め付けすぎるとステンレス製ポンプシャフトが熱くなる傾向
があるため、パッキンは慎重に調整する必要があります。最
初の数日間はパッキンをゆっくりと締め付けることで、パッキ
ンがなじむにつれて適切な漏れを確保できます。パッキンを
適切に調整した際には、正しい操作と寿命を確保するために
わずかな漏れがなくてはなりません。最初の調整を行った後
は、操作しながら時折調整する必要があります。
4724シリーズ™の再組み立て（「図8」（6ページ）を参照）。
クリップを所定の位置に取り付け、メカニカルシールを組み
立てます。シャフトの段をチェックし、バリがないことを確認
します。ローターシャフトのスラストを支持するために完全な
エッジ部が必要なため、段のエッジ部を破損してはいけませ
ん。回転部材の内部を軽油でコーティングします。
回転部材をシャフトに置き、ベアリングの段の上をスライド
させます。実際に正しい場所に収まらなくてはなりません。力
を掛けてはいけません。回転部材の下にワイヤースパナレン
チを置き、シールシートを上に置きます。「図9」（6ページ）
を参照してください。取付用クリップが緩んで取り外せるよう
になるまで、シールシートを回転部材に対して押し付けます。
ワイヤースパナレンチを取り外します。シールシートを取り外
し、PTFEガスケットを取り付けて、シールシートをケーシング
に組み付けます。ガスケットをパッキングランドに置き、グラ
ンドをケーシングに締め付けます。六角棒スパナを使用して、
1/8インチのパイプアクセス穴を通してメカニカルシールに
2本の小さな止めねじを締め付けます。1/8インチのソケット
ヘッドパイププラグを交換します。

4. 「図10」（7ページ）を参照してください。内側が接触するよ
うに（外側が離れるように）、2個の皿ばね座金をブラケットの
スラスト軸受部分に置きます。次に、2列ボールベアリングお
よび、リップシールが所定の位置に付いたエンドキャップを
置きます。抵抗を感じるまでエンドキャップを手で締めてか
ら、さらに半回転締め付けます。

5. ベアリングスペーサーカラーをシャフトの上に置き、外側の
斜面が駆動端の方を向くようにします。ケーシングとシャフト
アセンブリをブラケットアセンブリに置き、2本のブラケット用
止めねじで締め付けます。2つ目のベアリングスペーサーカ
ラーを、（斜面側から先に）シャフトの端部からボールベアリ
ングに向けて挿入します。
ベアリングロックナットをシャフトの上に置いて締め付けま
す。シャフトの平らな部分に適切なレンチを使用して、回転し
ないようにします。
重要：ポンプを操作する前に、エンドクリアランスを調整しま
す。「スラスト軸受の調整」（10ページ）を参照してください。

⚠ 危険！
ポンプを運転する前に、すべての駆動装置ガードが所定の位置に
あることを確認してください。
ガードを適切に取り付けないと、大けがまたは死亡事故につなが
るおそれがあります。
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H、HL、K、KK、L、LQ、LLサイズ
（ポンプの組み立て）

1. 新しいシールを取り付けます（4724シールシリーズ™）：
シールは取り付けやすく、取り付け時に注意を配ることで
良い性能が得られます。（部品の識別については「図12」
（9ページ）を参照してください。）
注：指やきれいな布以外のものでシール面に触れないよう
にしてください。ローターハブとケーシングのシールハウジ
ングを清掃し、どちらにも汚れやほこりがないことを確認し
ます。シールシートの外側とシールハウジングの穴の内側を
軽油でコーティングします。シールの座ぐり穴でシールシー
トに着手します。「図13」（9ページ）に示すように、ケーシ
ングブッシュ端部の溝にはまるようにシートのアンカーピン
が揃っていることを確認します。ボール紙のクッションを使
用してシールシートのラップ面を保護し、木製ハンマーや軽
いハンマーでシートアセンブリを叩いてシールの座ぐり穴
の奥に入れます。「図14」（9ページ）に示すように、テー
パスリーブ（交換用シール付き、H～LLサイズ）をシャフトの
上に置きます。回転部材の内側とテーパスリーブの外側を
軽油でコーティングします。回転部材をシャフトの上に置き、
スリーブの上でローターのハブに向くようにします。（「図12」
（9ページ）を参照してください。）
テーパスリーブを取り外します。回転部材の止めねじを締め
付けます。シールには、取付用クリップが付いているものもあ
ります。シールがシャフトの適切な径の部分に配置されたら、
それらを取り外す必要があります。
ローターとシャフトを取り付ける直前に、回転部材と固定部
材の両方のシール面をオイルで洗浄します。

2. ケーシングブッシュに損傷を与える可能性のあるバリや異
物がシャフトにないことを確認します。ローターとシャフトを
取り付けます。シャフトの端部をケーシングブッシュに置き、
右から左へゆっくりと回転させ、ローターの歯の端部がケー
シング面の真下に来るまで押し込みます。ケーシングの潤滑
チャンバーに多目的グリースを充填し、「図15」（9ページ）
に示すように、テーパスリーブをシールチャンバー用リップ
シールに置きます。シャフトからテーパスリーブを取り外しま
す（4724シリーズ™）。

3. 724シリーズ™ポンプでは、パッキンリテーナワッシャーを交
換してポンプを密閉します。新しいパッキンのセットを取り付
けることをお勧めします。ポンプは、ポンプで吸い上げる液体
に適したパッキンで密閉する必要があります。
注：ポンプにパッキン押さえがある場合は、グリースフィッ
ティング開口部の下に付いています。それぞれのパッキン押
さえは、各ジョイントをシャフトの片側から反対側にずらして
一度に一つずつ取り付けます。組み立てを容易にするため、
パッキンリングにオイル、グリースまたはグラファイトを塗り
ます。パイプやチューブの長さは、パッキンリングを取り付け
やすい長さにします。

4. パッキングランド、スタッド、ナットを取り付けます。ブラケッ
ト側面の開口部を通してシャフト端部の上にパッキングラン
ドを挿入するのに十分なだけ、ローターとシャフトをケーシ
ングから戻します。所定の位置にある場合は、パッキングラン
ドをシャフト端部の上に組み付けることはできません。ロー
ターとシャフトを所定の位置に押し戻します。パッキングラン
ドが真っ直ぐに取り付けられていることを確認し、レンチで
ナットを締め付け、緩めてから増し締めして、手できつく締め
た状態にします。

5. ヘッドガスケットをヘッドの上に置きます。すべてのサイズで
通常使用するのは、0.015インチのガスケット1枚です。

図13：

図14：

図12

図15

注：組み立ての前に、ローターシャフト、テーパ
取り付けスリーブ、およびメカニカルシールの内
径に、P-80®または同等品を塗ってください。

テーパ取り付けスリーブ

シャフト

P-80®はInternational Products Corporationの登録商標です。

メカニカルシール
（回転部材）

スプリングローターハブ

シャフト

溝と揃ったアンカーピン
取付用工具

組み立て前に軽油で
コーティングする

テーパスリーブ

シールチャンバー
用リップシール
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スラスト軸受の調整

F、FH、Gサイズ
1. 2個の皿ばね座金が2列ボールベアリングの外輪にスラスト
荷重をかけ、ヘッドの方向に押し込みます。エンドクリアラン
スの調整は、エンドキャップを時計方向または反時計方向に
回して行います。
エンドクリアランスを設定するには、ワイヤースパナレンチを
使用し、エンドキャップをシャフト端から見て時計方向に回
し、シャフトを回しながら目に見えて移動するまで行います。
それにより、エンドクリアランスがゼロになります。
適切なエンドクリアランスを設定するには、エンドキャップを
反対方向（反時計方向）にノッチ3つ分回すと、0.003インチ
のエンドクリアランスと同等になります。それぞれのノッチは
0.001インチのエンドクリアランスを表します。

2. エンドキャップを所定の位置に固定している止めねじを再度
締め付けます。

3. 液体が高粘度で高温の場合は、さらにエンドクリアランスが
必要になります。追加するエンドクリアランスの量は、ポンプ
で吸い上げる液体の粘度または温度によって異なります。特
定の推奨値については、Viking Pump® 取扱店にお問い合わ
せください。

H、HL、K、KK、L、LQ、LLサイズ
1. 「図16」（10ページ）を参照してください。ベアリングハウジ
ング「B」の外側にある2本の止めねじ「A」を緩め、手で回らな
くなるまでこのスラスト軸受アセンブリ「B」を時計方向に回し
ます。ローターシャフトを手で回せるようになるまで反時計方
向に緩め、わずかにわかる程度移動させます。

2. 標準のエンドクリアランスを得るには、スラスト軸受アセンブ
リ「B」を必要なノッチの数だけ、またはベアリングハウジング
の外側で測定された同等な長さの分だけ緩めます。 
「表1」（10ページ）を参照してください。

3. ブラケットの場合と同じ力で、ベアリングハウジングの外側に
ある2本のセルフロックタイプの六角止めねじ「A」を締め付
けます。これでポンプは標準のエンドクリアランスに設定およ
び固定されます。
注：シャフトは自由に回転できることを確認してください。回転
できない場合は、ノッチ数個分だけ緩めて再度確認します。

4. 液体が高粘度で高温の場合は、さらにエンドクリアランスが
必要になります。追加するエンドクリアランスの量は、ポンプ
で吸い上げる液体の粘度または温度によって異なります。特
定の推奨値については、Viking Pump® 取扱店にお問い合わ
せください。ベアリングハウジングの外側にあるそれぞれの
ノッチ（または各1/4インチ）は、HおよびHLサイズのポンプで
は0.002インチ、K、KK、L、LQ、LLサイズのポンプでは0.0015
インチのエンドクリアランスに相当します。

表1：エンドクリアランス表

サイズ

標準のエンド
クリアランス
（インチ）

ベアリングハウジングを 
反時計方向に回す：

ノッチの数
OD上の長さ
（インチ）

H、HL 0.005 2.5 0.6または5/8

K、KK、L、LQ、LL 0.008 5.5 1.35または1-3/8

6. アイドラーとブッシュアセンブリをアイドラーピンの上に置
き、ヘッドとアイドラーをポンプに取り付けます。ポンプに
ジャケットヘッドプレートが付いている場合は、新しいOリン
グを使用することをお勧めします。これらのポンプでは、ヘッ
ドとジャケットヘッドプレートの間のジョイントで金属接触が
起こるまで、止めねじを締め付けます。三日月部がローター
の内径に入るまでヘッドの上部をポンプの反対側にわずか
に傾け、アイドラーの歯がローターの歯と噛み合うまでアイド
ラーを回転させます。

7. ベアリングカラーをシャフトの奥に置きます。ポンプに付いて
いる場合は、半円形リングを交換します。

8. ベアリングハウジングとリップシールをブラケットに取り付け
ます。

9. ボールベアリングにグリースを充填し、シャフトの上に置いて
ベアリングハウジングに押し付けるか押し込みます。

10. エンドキャップ（リップシールとベアリングカラーが入った状
態）を回し、ベアリングに押し付けられるまでベアリングハウ
ジングに入れます。ベアリングハウジングの外側にある止め
ねじで所定の位置に固定します。

11. 注：真鍮棒や木材をローターの歯の間のポート開口部に挿
入すると、シャフトが回転しないように保持できます。ロック
ワッシャーとロックナットをシャフトに取り付け、ロックナット
を締め付け、ロックワッシャーをひねってロックナットの溝に
入れます。

12. 「スラスト軸受の調整」（10ページ）に記載された手順に従
い、ポンプのエンドクリアランスを調整します。

⚠ 危険！
ポンプを運転する前に、すべての駆動装置ガードが所定の位置に
あることを確認してください。
ガードを適切に取り付けないと、大けがまたは死亡事故につなが
るおそれがあります。

図16：

⚠ 危険！
バイキングポンプの液体チャンバー（ポンプ室、タンク、安全弁調
整キャップなど）を開く前に、次のことを確認してください。
1. チャンバー内の圧力が、吸込もしくは吐出ラインまたは他の適
切な開口部もしくは接続部を通して完全に排出されていること。

2. 駆動手段（モーター、タービン、エンジンなど）が「ロックアウト」
されているか運転不能にされていて、ポンプの作業中に始動
できないこと。

3. 作業者が、ポンプで扱っている液体を認識していて、液体を安
全に取り扱うために必要な予防措置を知っていること。液体の
材料安全データシート（MSDS）を入手し、必ずそれらの予防
措置について理解してください。

前述の予防措置に従わなかった場合、大けがまたは死亡事故に
つながるおそれがあります。
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圧力逃し弁の手順

バルブ - 部品リスト
V1 バルブキャップ V6 バルブ本体
V2 調整ねじ V7 バルブスプリング
V3 ロックナット V8 ポペット
V4 スプリングガイド V9 キャップガスケット
V5 ボンネット V10 ボンネットガスケット*

* K、KK、L、LQ、LLサイズのみ

図17：安全弁 - 全サイズ
注：図は代表的なもののみです。

V8

V7
V9

V10

V6 V5 V1V3V4

V2

A

分解
正しく組み立て直せるように、分解の前にバルブとヘッドに印を
付けます。

1. バルブキャップを外します。
2. 調整ねじの延長長さを測って記録します。「図17」
（11ページ）の「A」を参照してください。

3. ロックナットを緩め、スプリングの圧力が解放されるまで調整
ねじを戻します。

4. ボンネット、スプリングガイド、スプリング、ポペットをバルブ
本体から外します。すべての部品を清掃し、磨耗や損傷がな
いか調べ、必要に応じて交換します。

組み立て
「分解」で説明した手順と逆の手順を実行します。修理のために
バルブを取り外した場合は、必ず同じ位置で交換してください。
安全弁調整ねじキャップは、常にポンプの吸込口側に向けてくだ
さい。ポンプの回転が逆になった場合は、安全弁を外して両端を
逆にしてください。

圧力調整
新しいスプリングを取り付ける場合、または圧力逃し弁の圧力設
定を工場設定から変更する場合は、下記の指示に慎重に従って
ください。

1. 調整ねじを覆っているバルブキャップを慎重に取り外します。
調整ねじを固定しているロックナットを緩め、ポンプの運転
中に圧力設定が変わらないようにします。

2. 実際の運転調整では、吐出ラインに圧力計を設置します。
3. 圧力を上げるには調整ねじを時計（in）方向に回し、圧力を下
げるには反時計（out）方向に回します。参考の数値について
は、Viking Pump®の取扱店でEngineering Standard（技術規
格）ES-37を入手してください。

4. 圧力計を超えたところで吐出ラインを閉じます。この状態で
はポンプの運転時間を制限してください。ポンプ内部の温度
が急激に上昇します。圧力計には、ポンプの運転中にバルブ
で許容される最大圧力が示されます。

5. 圧力を設定したら、ロックナットを締めてキャップガスケット
とバルブキャップを交換します。

ご注文に関する重要な注意事項
圧力逃し弁の部品をご注文の際は、ネームプレートに記載され
ているポンプの型番とシリアル番号、および希望する部品の名前
を必ずご指定ください。スプリングをご注文の際は、必ず希望す
る圧力設定をご指定ください。

⚠ 危険！
バイキングポンプの液体チャンバー（ポンプ室、タンク、安全弁調
整キャップなど）を開く前に、次のことを確認してください。
1. チャンバー内の圧力が、吸込もしくは吐出ラインまたは他の
適切な開口部もしくは接続部を通して完全に排出されている
こと。

2. 駆動手段（モーター、タービン、エンジンなど）が「ロックアウト」
されているか運転不能にされていて、ポンプの作業中に始動
できないこと。

3. 作業者が、ポンプで扱っている液体を認識していて、液体を安
全に取り扱うために必要な予防措置を知っていること。液体の
材料安全データシート（MSDS）を入手し、必ずそれらの予防
措置について理解してください。

前述の予防措置に従わなかった場合、大けがまたは死亡事故に
つながるおそれがあります。
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付録（旧TSM 000）
注：この付録は参考用です。すべてのポンプ構造機能が、このテ
クニカルサービスマニュアル内で紹介しているポンプに適用さ
れるわけではありません。

設置に関する一般的な注意事項
設置を始める前に、いくつかの一般的な注意事項について考慮
してください。

1. 設置場所 - 常に、ポンプで汲み上げる液体の供給源にできる
だけ近い位置に設置してください。実用上問題がなければ、
液体供給源の下に設置してください。バイキングポンプは自
吸式ですが、吸込条件が良いほど性能が向上します。

2. アクセス性 - 点検、保守、修理の際にアクセスがしやすい場所
にポンプを設置してください。大型ポンプの場合は、ポンプを
ベースから取り外さずにローターとシャフトを取り外せるよう
にするためのスペースを確保してください。

3. ポート配置 - ポンプはモデルによってポート配置が異なるた
め、設置を始める前にポート位置を確認してください。ポート
は、直立している場合や、向かい合っている場合、または互い
に直角になっている場合があります。図A1を参照してくださ
い。直角ポートは通常は右向きです。図A2を参照してくださ
い。左向き配置で使用できるモデルもありますが、直角ポート
を右向きポートと左向きを含む8つの位置のいずれかに配置
して使用できるモデルもあります。

4. 吸込/吐出 - シャフトの回転によって、どちらが吸込口になり、
どちらが吐出口になるかが決まります。図A3では、回転に
よってどれがどのポートであるかが決まるようすを示してい
ます。ポンピング要素（歯車）が噛み合いから外れると、図A3
の「A」点で液体が吸込口に吸い込まれます。次に、「B」点で
歯車が噛み合い、液体が吐出口から吐き出されます。回転を
逆にすると、ポンプを通る流れが逆になります。シャフトの回
転を決めるときは、常にポンプのシャフト端から見てくださ
い。特に指定のない限り、回転は時計回り（CW）であると見
なされ、吸込口がポンプの右側になります。アイドラーピンは
ポンプヘッド内で補正されていますが、ポート接続部の間で
等間隔になるように正しく配置する必要があります。ポンプ
のポートに対するアイドラーピンの正しい位置については、
図A3を参照してください。

図A1

図A2

左向きポンプ 右向きポンプ

図A3
吐出口

アイドラーピン
吸込口

A B

図A4： 
バイキング内部圧力逃し弁の断面図

キャップ
スプリング（a）バルブ本体（c）

ポペット（b）

液体の流出液体の流入

ポイント（e）

調整ねじ（d）

（常に吸込口
側を向く）

図A5-A： 
内部圧力逃し弁
吐出口

吸込口

ポンプヘッド

安全弁調整ねじキャップ 
（常に吸込口側を向く）
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図A5-B： 
タンク戻り型圧力逃し弁
吐出口

吸込口

ポンプヘッド

バルブが常にポンプ
の吐出口側に取り付け
られる

⚠ 注意！
バイキングポンプに取り付けられている内部型の安全弁は、常に
キャップまたはボンネットがポンプの吸込口側を向くようにしてく
ださい。タンク戻り型の安全弁は、常にポンプの吐出口側に取り付
けてください。ポンプの回転が逆になった場合は、安全弁を変えて
ください。内部型では両端を逆にしてください。タンク戻り型では
他方のポートに移してください。特定の設備で回転を逆にする場
合は、両方の回転に対してポンプの両側に圧力保護を設けてくだ
さい。たとえば、1台のポンプをタンクの充填に使用していて、逆転
スイッチや他の回転変更手段を使用して、同じポンプでヒーター
を通して液体を循環させたり吐き出しを行ったりする場合などで
す。安全弁、トルク制限装置、ラプチャーディスクの組み合わせなど
を施すことができます。

⚠ 注意！
安全弁のないポンプまたはシステムでは、トルク制限装置やラプ
チャーディスクなどの何らかの形で圧力保護を施してください。

5. 圧力保護 - バイキングポンプは容積式ポンプです。つまり、ポ
ンプが回転すると、液体がポンプの吐出側に供給されます。
たとえば吐出ラインが遮断または閉鎖されるなどして、液体
の行き場がなくなると、モーターが失速するまで圧力が高ま
り、駆動装置が故障したり、ポンプ部品が破損または破裂し
たり、配管が破裂したりするおそれがあります。このため、容
積式ポンプでは何らかの形で圧力保護を施す必要がありま
す。たとえば、ポンプに直接取り付ける安全弁、インライン安
全弁、トルク制限装置、ラプチャーディスク（破裂板）などを施
すことができます。
ほとんどのバイキングポンプやインラインバルブに搭載され
ている圧力逃し弁は、スプリング式ポペット設計です。図A4を
参照してください。スプリング（a）は、バルブ本体（c）内のシー
トにポペット（b）を押し付けて保持しています。その力は、スプ
リングのサイズと、調整ねじ（d）によりどれだけ強く圧縮され
るかによって決まります。ポンプの吐出圧力によって、ポイント
（e）でポペットの下側が押されます。ポペットの下の液体に
よって加えられる力が、ばねによって加えられる力を超えると、
ポペットが持ち上がり、液体がバルブを通って流れ始めます。

吐出圧力が上昇すると、ポンピングされるすべての液体がバ
ルブを通過する圧力に達するまで、停滞なく液体が流れ込み
ます。この圧力が安全弁の設定になります。
バイキングポンプには、バルブからポンプの吸込口側に流れ
を戻す内部圧力逃し弁か、配管を通って流れを供給タンクに
戻すタンク戻り型バルブのいずれかを装備することができま
す。図A5-Aおよび図A5-Bを参照してください。吐出配管に取
り付けられたインライン安全弁もまた、流れを供給タンクに
戻します。このタイプのバルブは、ポンプとバルブ間の配管に
おける圧力降下が最小になるように、ポンプの近くに取り付
けてください。ポンプと安全弁の間には遮断弁を設置しない
でください。また、タンク戻り型バルブまたはインラインバル
ブから供給タンクへの配管を、できるだけ短く、かつ大きくし
てください。
注：モデルによっては、安全弁がポンプヘッドにではなくポン
プケーシングに取り付けられています。
スプリング式ポペットタイプのバルブは、厳密には差動バル
ブであり、ポペットの両側の圧力のみを感知します。このタイ
プのバルブは圧力または流量の制御装置として使用しない
でください。厳密に安全弁としての使用が意図されています。
タンク戻り型バルブまたは内部安全弁のいずれかがバイパ
スする圧力は、調整ねじを回して変更することができます。調
整ねじを完全に引き出すことはしないでください。バネの張
力がねじからなくなった時点で止めてください（ねじが簡単
に回転し始めます）。安全弁の保守の詳細については、ご使
用のモデルシリーズの『テクニカルサービスマニュアル』を参
照してください。

6. モーター - モーターを接続する際は地域の電気工事規定に
従ってください。

基部
すべてのポンプにしっかりとした基部を用意する必要がありま
す。たとえば、ポンプをしっかりと固定し、考えうるひずみや衝撃
を吸収するのに十分強固な構造にすることができます。
基部の準備にあたっては、ポンプユニットの認定印刷物を使用し
てください。別途基部を用意する場合は、ユニットのベースの幅
より少なくとも4インチ広く、長くしてください。
ユニットを基部の上に設置したら、水平にし、配管レイアウトに
対する位置を確認した後、固定してください。

コンポーネントおよびユニットの吊り上げ
機能
コンポーネント（ポンプ、レデューサー、モーターなど）および
ベースプレートに取り付けられている、取り外し可能な吊り上げ
機能（ねじ付きアイボルトやホイストリングなど）は、コンポーネ
ントに残しておく必要があります。これらの機能は、個々のコン
ポーネントを安全に持ち上げて移動する場合に使用します。以下
では、Viking Pump®ユニットの吊り上げに関する一般的なガイド
ラインについて説明します。
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図A6： 
 適切な吊り上げ方法の例

注：ユニットは、2つ以上のリフティングスリングを使用して、ベー
スリフティング機能によって持ち上げてください。

図A7： 
適切な吊り上げ方法の例

注：ベースに吊り上げ機能がない場合は、ポンプとモーターの周
りに2つ以上のリフティングスリングを使用してください。 
吊り上げる前に、スリングがしっかり固定されていることと、荷重
が釣り合っていることを確認してください。

図A8：  
 不適切な吊り上げ方法の例

注：ベースの下で固定されていないスリングでユニットを絶対に
持ち上げないでください。スリングが滑って、ユニットが転倒また
は落下するおそれがあります。不適切な吊り上げは作業員のけ
がやユニットの損傷を招くおそれがあります。

図A9 
不適切な吊り上げ方法の例

注：コンポーネントの持ち上げ機能に接続されているスリングで
ユニットを絶対に持ち上げないでください。吊り上げ機能は個々
のコンポーネント用に設計されており、ユニット全体の吊り上げ
は考慮されていません。不適切な吊り上げは作業員のけがやユ
ニットの損傷を招くおそれがあります。

図A10-A

内側のノギスを使用して、これらの表面間の幅を調べ、各面が
等間隔かつ平行になっていることを確認します。

直定規を使用します。これらの
表面は平行になっている必要が

あります。

図A10-B

駆動
側の
シーブ

被駆
動側の
シーブ

ひも
または
直定規

A B C D
シーブが正しく揃うと、ポイントA、B、C、Dのすべてがひもまたは直

定規に触れます。
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位置揃え
設置後の位置揃えのチェック
カップリングの調整手順の詳細については、カップリングメーカー
の推奨事項を参照してください。
ポンプ、ドライブ、およびモーターの位置は、組み立て時に適切
に揃っていました。出荷時および取り付け時に、位置の不揃いが
生じることがよくあります。ポンプユニットを取り付けた後は、必ず
位置揃えを再度確認してください。
1. ポンプポートが真っ直ぐで正しい位置にあることを確認しま
す。必要に応じてポンプにシムを入れて水平にするか、また
は移動します。配管の位置を無理にポートに揃えないでくだ
さい。

2. ポンプがフレキシブルカップリングによって駆動され、モー
ターに直接接続しているか、レデューサーを介して接続して
いる場合は、カップリングガードまたはカバーをすべて取り外
し、カップリングハーフの位置揃えを確認します。最低でも、
カップリングを横切る直定規（キーストックなど）を、上下左右
の両縁に均等に配置する必要があります。 
図A10-Aを参照してください。

3. ポンプがVベルトによって駆動される場合は、シーブの表面
に長い直定規か強く引っぱられたひもを使用して、位置揃え
を確認します。図A10-Bを参照してください。

4. 配管を引っ掛けた後、位置揃えの最終チェックをします。 
「配管」セクションの第13項を参照してください。
図A11および図A12に、一般的なダイレクトドライブおよびギ
アレデューサーのドライブユニットを示します。

5. 高温用途（300°F以上）では、ポンプが運転温度に達するのを
待ってから、位置揃えを再度確認してください。

図A11：ダイレクトドライブ

図A12：レデューサードライブ

配管
ポンピングの問題の多くは吸込配管に原因があると考えられま
す。配管は、常に実用的な大きさと短さにする必要があります。吸
込および吐出配管の適切なサイズの選択については、「バイキン
グの総合カタログセクション510」を参照してください。
配管システムのレイアウトと設置を始める前に、下記の点を考慮
してください。

1. ポンプポート接続部よりも小さい配管を絶対に使用しないで
ください。

2. パイプをポンプに接続する前に、パイプの内側がきれいであ
ることを確認してください。

3. フットバルブ - 軽量の液体をサクションリフトでポンピングす
る場合、吸込配管の端にあるフットバルブまたは最初の水平
方向の管にある逆止弁によってライン内の液体が保持され、
ポンプのプライミングが容易になります。フットバルブや逆止
弁が過度のライン損失を引き起こさない程度に十分大きい
ことを確認してください。

4. 障害物を吸込ラインまたは吐出ラインに近づける場合は、障
害物の上ではなく水平に迂回してください。障害物の上に迂
回するとエアポケットが生じます。図A13を参照してください。

5. 実用上問題がなければ、エアポケットや液体ポケットが形成
されないように配管を傾斜させてください。吸込ラインにエア
ポケットが生じると、ポンプのプライミングが困難になります。

6. 水平方向に長い吸込ラインの場合は、可能であれば水平部
分を液面より下に保ってください。これにより、パイプが液体
で充満し、始動時にポンプから排出する必要がある空気の量
が減少します。この措置はフットバルブがない場合に最も役
立ちます。図A14を参照してください。

7. 高温または低温のシステムを配管する場合（取り扱う液体の
温度がポンプ周囲の空気とは異なる場合）、配管の伸縮分
を考慮してください。ポンプケーシングが変形しないように、
ループ、伸縮継手、または固定されていない（支えがないとい
う意味ではありません）管を使用してください。

8. ストレーナー - 容積式ポンプの吸込側にストレーナーを配置
することを常にお勧めします。ストレーナーはポンプに異物
が入るのを防ぎます。ストレーナーがないと、異物がポンプ
をロックし、内部やドライブに損傷を与える可能性がありま
す。ストレーナーバスケットのメッシュまたはミシン目のサイ
ズは、過度の圧力低下を引き起こさないように十分に大きく
する必要がありますが、ポンプを保護するのに十分な細かさ
にする必要があります。適切なサイズがわからない場合は、
メーカーにお問い合わせのうえ、パイプのサイズ、流速、およ
び必要な粘度をお伝えください。ストレーナーを清掃するた
めの対策を講じる必要があります。ポンプを連続運転させる
場合は、ストレーナーの周りにバイパスを設置するか、2台の
ストレーナーを適切なバルブを使用して並列に配置し、それ
らを洗浄の際に分離できるようにしてください。ストレーナー
の使用は、特に始動時においてシステムから溶接ビードやパ
イプスケールその他の異物を除去しやすくするうえで重要で
す。詳細については、TSM 640を参照してください。

9. ポンプに安全弁が付いていない場合は、吐出ラインに1つ取
り付けることを考慮してください。「設置に関する一般的な注
意事項」セクションの第5項に記載している、圧力保護に関す
る説明を参照してください。

10. ポンプを配管の支えに使用しないでください。配管の重量
は、ハンガー、支柱、スタンドなどで支えてください。

11. 配管をポンプに固定する場合、ポンプケーシングに負荷をか
けないようにしてください。配管をポンプまで「跳ね上げる」
または「引っ張る」と、ポンプがひずみ、位置ずれや急速な摩
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始動
ポンプを始動する前に、下記のことをチェックしてください。

1. ポンプの上または近くに真空計と圧力計がありますか？これ
らのゲージは、ポンプ内で何が起きているのかを明らかにす
るための最も迅速で正確な手段になります。

2. 位置揃えを確認します。このマニュアルの「位置揃え」セクショ
ンの推奨事項を参照してください。

3. 配管をチェックし、ポンプケーシングにひずみがないことを確
認します。

4. ポンプのシャフトを手で回転させ、自由に回転することを確
かめます。ポンプドライバがロックアウトされていること、また
はこの操作を行う前に駆動できないことを確認してください。

5. ジョグモーターが正しい方向に回転していることを確認しま
す。「設置に関する一般的な注意事項」セクションの第4項に記
載している、ポンプの回転に関する説明を参照してください。

6. 安全弁をチェックし、正しく取り付けられていることを確認し
ます。「設置に関する一般的な注意事項」セクションの安全弁
に関する説明を参照してください。

7. 吸込配管で次のことを確認します。
a. すべてしっかりと接続されている。
b. バルブが開いている。
c. パイプの端が液面より下にある。

8. 吐出配管で次のことを確認します。
a. すべてしっかりと接続されている。
b. バルブが開いている。
c. 液体が流れる場所が存在する。

9. #2 NLGIグリースを使用して、ポンプのグリースフィッティン
グを潤滑します。ギアレデューサー、モーター、カップリングな
どの指示を確認し、メーカーの推奨どおりに潤滑します。バイ
キングが互換性チェックに使用している標準のグリースタイ
プについては、「付録」の末尾にある「Engineering Service 
Bulletin（技術サービス速報）ESB-515」を参照してください。

10. パッキンポンプの場合は、グランドを手でわずかに動かせる
程度にパッキングランドナットを緩めます。ポンプが一定の
温度に達するまで十分長く運転した後にのみ、漏れが減少す
るようにグランドを調整してください。パッキンは、冷温と潤
滑が保たれるように少し染み出させます。

11. バイキングポンプを、流水洗浄、圧力テスト、またはシステム
の検査に使用しないでください。流水洗浄中またはテスト中
は、ポンプを取り外すか、ポンプを迂回して配管を運転してく
ださい。水をポンピングした場合、水が汚れているかどうかに
かかわらず、数分程度で通常の数か月にわたる分よりも多く
の損傷を与えるおそれがあります。

12. すべてのガードが所定の位置に配置されていることを確認し
ます。

13. ポンプをチェックし、ポンプが運転温度（ジャケット付きまたは
ヒートトレースの場合）まで加熱されていることを確認します。

ポンプが60秒以内に液体を送り始めれば、そのまま運転を継続
できます。液体が吐出口から出ない場合は、ポンプを停止してく
ださい。ポンプ内部に液体がないまま1分以上ポンプを運転する
と、ポンプに損傷を与えるおそれがあります。前述の手順を確認
して、吸込ゲージと吐出ゲージが何を指示しているのかを考慮
し、「トラブルシューティング」セクションを参照してください。すべ
てが適切に動作していると判断した場合は、ポンプに液体を注
入します。こうすることでポンプのプライミングに役立ちます。
ポンプを再始動できます。2分以内に何も流れない場合は、ポン
プを停止します。ポンプはコンプレッサーではなく、空気圧が大
きく高まることはありません。状況に応じて、液体が流れ始めるま
で吐出ラインで排気をする必要があります。

耗を引き起こすおそれがあります。ポンプを使用して配管レ
イアウトや組み立ての間違いを修正しないでください。

12. 配管システムのすべてのジョイントをしっかり結合させてくだ
さい。パイプシーラーはねじ継手の漏れをなくすのに役立ち
ます。吸込ラインに漏れがあり、空気が吸い込まれると、ポン
プにノイズが発生したり容量が減少したりすることがありま
す。パイプシーラーとしてNPTポートにPTFEテープを使用す
ることはお勧めできません。こうした措置はポンプに亀裂を
生じさせるおそれがあります。

13. 位置揃え - 配管を接続した後、ドライブの位置揃えを確認し
てください。ポンプの位置揃えを確認する最終チェックとし
て、ポンプのヘッドを取り外し、隙間ゲージを使用して、ロー
ターとケーシングの間にクリアランスがあるかどうかを確認
します。製造時の誤差やブッシュのクリアランスなどが原因
でローターがケーシングの中心に来ない場合がありますが、
引きずり出さないでください。引きずり出した場合、配管の歪
みによるユニットの位置ずれやケーシングの歪みが発生しま
す。Q、M、およびNサイズの汎用ポンプを伴う設置では、特に
このチェックを行うことをお勧めします。

14. 加熱、冷却、急冷、またはその他の目的でジャケットやグラン
ドなどに接続された補助配管についても、ポンピングされる
液体を取り扱う配管と同じ注意を払ってください。

15. ポンプおよび配管システムの任意の部分に、バルブで圧力を
逃がすことができ、したがって完全に分離することができる、
圧力解放装置を設置してください。この措置は特に下記の場
合において重要です。

a. 冷凍アンモニアのような冷たい液体を扱っていて、ポンプ
が停止したときに周囲温度まで暖まる可能性がある場合。

b. アスファルトや糖蜜のような液体を扱っていて、ポンピン
グの前に加熱を必要とする場合。

温度が上昇すると液体が膨張します。閉鎖部分に圧力を逃が
す手段がないと、ポンプや配管が破裂する可能性があります。

図A13

障害物は水平方
向に迂回する

障害物

正 誤

障害物

図A14

水平方向に長いラインは
液面より下に保つ

正

誤
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この時点でもポンプが流れない場合は、次の1つ以上の原因が
考えられます。

1. 吸込ラインの空気が漏れている。真空計の読みが、このこと
が問題かどうかを判断するのに役立ちます。

2. 吸込パイプの端が液面まで十分深く沈んでいない。
3. サクションリフトが大きすぎるか、吸込配管が小さすぎる。
4. 液体がポンプに到達する前に吸込ラインで気化している。
これらの点を考慮してもポンピングされない場合は、「始動」に記
載されているすべての点を再度確認してください。このマニュア
ルの「トラブルシューティング」をよく読み、もう一度やり直してく
ださい。それでもポンピングされない場合は、Viking Pump®の取
扱店にご連絡ください。

トラブルシューティング
バイキングポンプは、正しく設置し保守することで、長期間にわ
たって良好な性能を発揮します。
注：ポンプの調整を行う前、またはポンプの液体チャンバーを開
く前に、次のことを確認してください。

1. ポンピングチャンバー内の圧力が、吸込もしくは吐出ライン
または他の圧力排出用の開口部を通して完全に排出されて
いること。

2. ポンプの作業中にドライバが不用意に始動しないように、ド
ライバが「ロックアウト」されていること。

3. やけどのおそれがない程度までポンプが十分に冷却されて
いること。

トラブルが生じた場合は、吸込口に真空計を取り付け、吐出口に
圧力計を取り付けることが、問題を明らかにするための最初の
ステップの1つになります。多くの場合、これらのゲージの読みか
ら、問題の調査を始める際の手がかりが得られます。

真空計 - 吸込口
1. 高い読みの値は次のことを示していると考えられます。

a. フットバルブの詰まり、仕切り弁の詰まり、またはストレー
ナーの詰まりによって吸込ラインがブロックされている。

b. 液体の粘度が高すぎて配管を流れにくい。
c. 揚力が高すぎる。
d. ラインが小さすぎる。

2. 低い読みの値は次のことを示していると考えられます。
a. 吸込ラインに空気漏れがある。
b. パイプの端が液面にない。
c. ポンプが摩耗している。
d. ポンプが乾燥している（プライミングの必要があります）。

3. 読みに小刻みな揺れ、大きな変動、または不安定さがある場合：
a. 液体が蒸発している。
b. おそらく空気漏れが原因で、液体がポンプに到達するのが
遅く、吸込パイプの端より上まで十分に送り込まれない。

c. キャビテーション、位置ずれ、または損傷した部品が原因
で振動する。

圧力計 - 吐出口
1. 高い読みの値は次のことを示していると考えられます。

a. 粘度が高い、吐出管の直径が小さい、吐出ラインが長い。
b. 仕切弁が部分的に閉じている。
c. フィルターが詰まっている。
d. 垂直ヘッドで高比重の液体が考慮されていなかった。
e. ラインがパイプ内側のビルドアップから部分的に詰まっ
ている。

f. パイプ内の液体が所定の温度に達していない。
g. パイプ内の液体が化学反応を受けて固化した。
h. 安全弁の設置位置が高すぎる。

2. 低い読みの値は次のことを示していると考えられます。
a. 安全弁の設置位置が低すぎる。
b. 安全弁のポペットが正しく据え付けられていない。
c. ポンプ周りのバイパスが部分的に開いている。
d. 余分なクリアランスが多すぎる。
e. ポンプが摩耗している。

3. 読みに小刻みな揺れ、大きな変動、または不安定さがある場合：
a. キャビテーション。
b. 液体がポンプに到達するのが遅い。
c. 吸込ラインに空気漏れがある。
d. 位置ずれや機械的な問題が原因で振動している。

次のような現象も問題の特定に役立つ場合があります。
A. ポンプがポンピングしない。

1. 空気漏れ、タンク内の水位の低さ、フットバルブの詰まり
が原因で、ポンプのプライミングが失われている。

2. サクションリフトが高すぎる。
3. 回転方向が正しくない。
4. モーターが加速しない。
5. 吸込バルブや吐出バルブが開いていない。
6. ストレーナーが詰まっている。
7. バイパス弁が開いている、安全弁の設置位置が低すぎ
る、安全弁のポペットが開いたままになっている。

8. ポンプが完全に摩耗している。
9. 問題の説明に役立つと思われる、液体システムまたは運
転の変更（新規の供給源、ラインの追加、経験の浅いオペ
レーターなど）。

10. エンドクリアランスが多すぎる。
11. ヘッドの位置が正しくない。図A3を参照してください。
12. 液体または環境のいずれかで温度が変化している。
13. マグドライブポンプのみ：マグネットカップリングが分離し
ている。用途の変更（温度、圧力、粘度など）に伴ってカップ
リング能力を超えるトルクを必要とする場合があります。

B. ポンプは始動するが、その後プライミングが失われる。
1. 供給タンクが空である。
2. 吸込ラインで液体が気化している。
3. 吸込ラインに空気漏れまたはエアポケットがある。パッキ
ンまたはメカニカルシールを通して空気が漏れている。

4. ポンプが完全に摩耗している。
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C. ポンプがノイズを発する。
1. ポンプが枯渇状態になっている（重い液体は十分速くポ
ンプに到達できません）。吸込パイプのサイズを大きくす
るか、長さを短くしてください。

2. ポンプでキャビテーションが生じている（吸込ラインで液
体が気化している）。吸込パイプのサイズを大きくするか、
長さを短くしてください。ポンプが液面より上にある場合
は、液面を上げてポンプに近づけてください。液面がポン
プの上にある場合は、液体の水頭を上げてください。

3. 位置揃えを確認する。
4. シャフトやローターの歯が曲がっている可能性がある。
まっすぐにするか交換してください。

5. 安全弁がチャタリングを起こしている。圧力設定を上げて
ください。

6. 振動を排除または低減するためにベースまたは配管を
固定する必要がある。

7. 異物が吸込口からポンプに入り込もうとしている可能性
がある。

8. マグドライブポンプのみ：マグネットカップリングが分離し
た。電源を切って冷却してから再始動してください。

D. ポンプが容量に達していない。
1. 枯渇またはキャビテーション。吸込パイプのサイズを大き
くするか、長さを短くしてください。

2. ストレーナーが部分的に詰まっている。
3. 吸込配管内またはポンプシャフトに沿って空気漏れがある。
4. 運転速度が遅すぎる。モーターが正しい速度で回転してい
ることと、正しく配線されていることを確認してください。

5. ポンプ周りのバイパスラインが部分的に開いている。
6. 安全弁の設置位置が低すぎるか、安全弁が開いたままに
なっている。

7. ポンプが完全に摩耗している。
8. エンドクリアランスが多すぎる。
9. ヘッドの位置が正しくない。図A3を参照してください。

E. ポンプの消費電力が大きすぎる。
1. 運転速度が速すぎる。モーターの速度、レデューサーの比
率、シーブのサイズ、その他の駆動部品が用途に適してい
ることを確認してください。

2. 液体の粘度がユニットのサイズに比して高すぎる。液体を
加熱して粘度を下げる、パイプサイズを大きくする、ポン
プの運転速度を落とす、より大型のモーターを使用するな
どを実施してください。

3. 吐出圧力が計算値よりも高い。圧力計で確認してくださ
い。パイプのサイズを大きくする、パイプの長さを短くす
る、速度（容量）を減らす、モーターを大型にするなどを実
施してください。

4. パッキングランドがきつすぎる。
5. ポンプの位置がずれている。
6. ポンピング要素の余分なクリアランスが運転条件にとっ
て十分でない可能性がある。部品をチェックしてポンプ内
で抗力や接触の形跡がないか確かめ、必要に応じてクリ
アランスを増やしてください。

7. システムの圧力逃し弁の設置位置が高すぎる。
8. ブッシュがシャフトまたはピンにロックされているか、液
体がポンプ内で固まっている。

F. 急速な摩耗。
通常の用途では、ポンプは容量または圧力の供給能力を
徐々に失う前に何か月または何年にもわたって作動します。
そのようなポンプでは、検査においてすべての部品が滑らか
な摩耗パターンを示すと考えられます。数分、数時間、または
数日で急激な摩耗が発生する場合は、重度の溝入れ、かじり、
ねじれ、破損、または同様の深刻なトラブルの兆候が現れま
す。「急速な摩耗の表」を参照してください。

急速な摩耗 

急速な摩耗の表

原因 証拠 考えられる解決策

1

研
磨
剤

大きく硬い粒子に
よる溝穴や汚れ跡。
非常に小さい粒子
の研磨剤によるブッ
シュの急速な摩耗。
またはこれらの中
間の大きさを持つ
何らかの粒子。

ポンプを取り外した状態でシ
ステムを洗浄してください。吸
込ラインにストレーナーを取
り付けてください。ほとんどの
研磨剤や微粒子は、数サイクル
（または数日）の洗浄後に除
去されます。

2 腐
食 錆、孔食、または金

属の腐食。

建造材料の推奨事項につい
て、バイキングの総合カタロ
グの液体リストを確認してく
ださい。ポンプ建造に使用さ
れたすべての材料が腐食を
受けているかどうかを考慮し
てください。システムで使用さ
れている他の材料を考慮し、
それらが液体に対してどのよ
うな抗力をもたらしたかを調
べてください。予想以上の腐
食を起こす程度まで液体が汚
染されていないか確認してく
ださい。

3

運
転
限
界
の

超
過

運転中のノイズ、
ブッシュの破損、
シャフトのねじれ、
部品に見られる高
熱の事実（変色）。

使用している特定モデルの運
転限界について、総合カタロ
グを確認してください。

4

余
分
な
ク
リ
ア
ラ
ン
ス

が
不
十
分

ポンプが失速する
可能性があります。
ローターの歯の端
とヘッドまたは他の
部品との間で生じ
た激しい接触の跡。

エンドクリアランスを増やして
ください。または、用途の詳細
についてViking Pump®の取扱店
にお問い合わせいただき、適
切となる余分なクリアランス
についての情報をご確認くだ
さい。

5

潤
滑
性
の
欠
如 ベアリングのノイ

ズ、ベアリングまた
はリップシールの局
所的な加熱、煙、ブッ
シュの急速な摩耗。

始動の前に、すべてのグリー
スフィッティングにグリースが
塗布されていることを確認し
てください。また、駆動装置の
潤滑に関する指示に従ってく
ださい。補助潤滑装置の使用
を検討してください。

6

位
置
ず
れ

表面の一部のみ
（ケーシングの片
側、パッキングラン
ドの片側、ヘッドの
表面の一部のみな
ど）を摩耗させてく
ださい。

駆動装置と配管の位置揃えを
再確認してください。できるだ
け運転条件に近い条件で位
置揃えを確認してください。

7

空
運
転

部品が摩擦熱に
よって不均一に膨
張し、それが原因で
ポンプが失速しま
す。表面間のかじり
によって相対運動
が生じます。シール
シートとアイドラー
ピンは高温で色が
変わります。

始動時にシステムに液体が存
在することを確認してくださ
い。供給タンクが空になった
場合に備えて何らかの自動警
報または遮断装置を設けてく
ださい。
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予防メンテナンス
いくつかの予防メンテナンス手順を実行することで、ポンプの寿
命が延び、総所有コストが削減されます。

A. 潤滑 - 500時間の運転ごとにすべてのグリースフィッティング
にグリースを塗ってください。運転が激しい場合は、グリース
を塗る頻度を増やしてください。リップシールまたはリリーフ
プラグから出るグリースの粘度と色が新しいグリースと同様
になるまで、ハンドガンで静かに塗布してください。
通常の用途にはNLGI #2グリースを使用してください。バイ
キングが互換性チェックに使用している標準のグリースタイ
プについては、「付録」の末尾にある「ESB-515」を参照してく
ださい。高温または低温の用途にはそれらに適したグリース
を使用してください。

B. パッキンの調整 - 漏れがわずかに染み出す状態を保つため
に、パッキンの調整が必要になる場合があります。軽く締め
付けても漏れを減らせない場合は、パッキンを交換するか、
または別の種類を使用してください。パッキンの調整の詳細
については、特定のモデルシリーズのテクニカルサービスマ
ニュアルを参照してください。

C. エンドクリアランスの調整 - 長期間の運転では、ローターの歯
の先端とヘッドの間のランニングクリアランスが磨耗によっ
て増加している場合があります。この摩耗は容量または圧力
の損失を引き起こす可能性があります。エンドクリアランスを
設定し直すと、通常はポンプの性能が向上します。使用してい
るポンプのエンドクリアランスの調整手順については、特定
のモデルシリーズのTSMを参照してください。

D. 内部部品の点検 - 定期的にヘッドを取り外し、アイドラーと
ブッシュ、ヘッドとピンの磨耗を点検してください。比較的安
価なアイドラーブッシュとアイドラーピンを、わずかに摩耗し
た時点で交換することで、後で高価な部品を交換する必要性
がなくなります。ポンプのヘッドの取り外し手順については、
特定のモデルシリーズのTSMを参照してください。ヘッドを
取り外す際、アイドラーがアイドラーピンから滑り落ちないよ
うにしてください。アイドラーが滑り落ちた場合、けがをした
り、部品に損傷を与えたりする可能性があります。

E. ポンプの清掃 - 清潔なポンプは点検、潤滑、調整が容易にな
り、運転時の温度が下がります。

F. 保管 - ポンプを保管する場合、または6か月以上使用しない
場合は、ポンプの排水を行い、ポンプ内部のすべての部品に
非洗浄性SAE 30ウェイトオイルを薄く塗布してください。継
手に潤滑油を塗り、ポンプシャフト延長部にグリースを塗布し
てください。オイルを循環させるために30日ごとにポンプシャ
フトを1回転させることをお勧めします。ポンプを使用する前
に、すべてのガスケットジョイントを増し締めしてください。

推奨事項と禁止事項
バイキングポンプを長期にわたって安全に問題なく運転してい
ただくための、設置、運転、または保守における推奨事項と禁止
事項です。

設置
1. 推奨：ポンプはできるだけ供給タンクの近くに設置してくだ
さい。

2. 推奨：ポンプユニットの周囲に作業スペースを空けてくだ
さい。

3. 推奨：大きく、短く、まっすぐな吸込配管を使用してください。
4. 推奨：吸込ラインにストレーナーを取り付けてください。
5. 推奨：ユニットを取り付け、配管を接続した後に、位置揃えを
再確認してください。

6. 推奨：ポンプの吐出側に圧力逃し弁を設けてください。
7. 推奨：フランジ付きポートポンプのポートカバーとして使用
されているガスケットの中心を切り取ってください。

8. 推奨：後で参照できるように、ポンプのモデル番号、シリアル
番号、およびファイルを記録してください。

運転
1. 禁止：モデルのカタログに示されている速度よりも速い速度
でポンプを運転しないでください。

2. 禁止：モデルのカタログに表示されている圧力よりも高い圧
力でポンプを運転しようとしないでください。

3. 禁止：ポンプのカタログに示されている制限を上回るまたは
下回る温度でポンプを運転しないでください。

4. 禁止：すべてのガードが所定の位置に配置されていない状態
でポンプを運転しないでください。

5. 禁止：ポンプや吐出配管に安全弁を付けずにポンプを運転し
ないでください。必ずバルブを取り付け、正しく設定してくだ
さい。

6. 禁止：ポンプのジャケット部分における流体の温度と圧力に
関するカタログの制限を超えないでください。

7. 禁止：蒸気、空気、または蒸気の吹き込みまたはパージを含
むシステムでは、ポンプがタービンとして作動し始めてドライ
ブを過回転させる場合に備えて、過回転停止の機構を設けな
い状態でポンプを使用しないでください。

8. 禁止：すべての液体がポンプに取り付けられた内部タイプの
安全弁をバイパスするような状態で、または数分以上ポンプ
を通過する液体の流れがない状態で、ポンプを運転しないで
ください。いずれかの条件で運転した場合、ポンプ内に熱が
蓄積する可能性があり、それが原因となって危険な状態また
は事故を引き起こすおそれがあります。
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保守
1. 推奨：システム内に残留圧力が残っているポンプ、または蒸
気圧の高い液体（LPガス、アンモニア、フレオンなど）を処理
したポンプでは、吸込ライン、吐出ライン、または他の排出用
の開口部を通して、圧力や液体の排出を行ったことを確認し
てください。

2. 推奨：保守作業中もポンプをドライバに接続している場合
は、ポンプの作業中に誤って始動することがないように、ドラ
イバが「ロックアウト」されていることを確認してください。

3. 推奨：腐食性、可燃性、高温、または有毒の液体を処理したポ
ンプは、分解の前に排水、排気、洗浄、冷却などを行ったこと
を確認してください。

4. 推奨：定期的な潤滑、エンドクリアランスの調整、内部部品の
点検など、いくつかの簡単な予防メンテナンス手順を実施す
ることで、ポンプの運転寿命が延びます。

5. 推奨：ポンプに付属の保守手順書を入手して目を通し、保管
しておいてください。

6. 推奨：特にポンプが重要な運転またはプロセスの不可欠な
部分となっている場合は、予備の部品、ポンプ、または予備ユ
ニットを用意してください。

7. 禁止：分解中に部品を落とさないでください。たとえば、ヘッ
ドをポンプから取り外すときにアイドラーがピンから滑り落
ちて、けがをしたり、部品に損傷を与えたりする可能性があり
ます。

8. 禁止：ポンプのポートに指を入れないでください。大けがを
するおそれがあります。

9. 禁止：アイドラーをアイドラーピン上で回さないでください。
指が歯と三日月部の間にはさまるおそれがあります。

ESB-515
2019年7月25日より有効

バイキングポンプの潤滑

グリースの使用

バイキングが使用し
ているグリースの全
般的な説明

バイキング推奨
サプライヤー

減摩軸受、すべり
軸受、パッキン押
さえに使用される
グリース

Premium EP、多目的
ポリウレアベースグ

リース

任意のNLGIグレード
2高品質、多目的、ポ
リウレアグリース

シールがローター
の背後にある場合
にブラケットブッ
シュに使用される
グリース

ペトロラタム
Chevron
ペトロラタム
スノーホワイト

O-Pro™シール
に使用される
グリース

食品機械用グリース、
アルミニウム錯体

Chevron FM ALC 
EP 0、1、2

500時間の運転ごとまたは6か月ごとに（どちらか先に到達した
時点で）、グリースフィッティングを潤滑してください。運転が激し
い場合は、グリースを塗る頻度を増やしてください。必ずバイキ
ングが使用しているものと互換性のあるグリースを使用してくだ
さい。ブラケットブッシュおよびO-Pro™シールでは、ポンピング
を行う液体と互換性のあるグリースを使用してください。
アンモニアポンプのタンク：4924Aシリーズのアンモニアポンプ
は、出荷時にタンクにオイルが充填されていません。始動の前
に、ネオプレンシールと互換性があり、運転温度時の最大粘度
が15,000 SSUの軽冷凍機油を1パイント、タンクに充填してくだ
さい。最初の200時間の運転後と、その後1,000時間の運転ごと
に、タンクを排油して再充填してください。テクニカルサービスマ
ニュアルTSM 1467を参照してください。
ステンレスポンプのポンプ室：ポンプを初めて設置するとき、内部
部品はかじりを防ぐために、すべて試験流体でコーティングされ
ています。運転時はポンプの損傷を防ぐために必ずポンプが液
体で完全に満たされた状態を保ってください。

バイキングレデューサーの潤滑
バイキングギアレデューサー、「A」、「B」、「C」の各サイズは、32°F
以上でSAE 30オイル、32°F以下でSAE 10Wを使用します。

• Aサイズ：3/8パイント（6オンス）

• Bサイズ：1/2パイント（8オンス）

• Cサイズ：2-1/4パイント（36オンス）
バイキングギアレデューサーは少ないオイル液量で出荷されま
す。始動の前に、左のボックスに示す量とタイプのオイルを適切
なレベルまで充填してください。最初の100時間の運転後に、排
油して新しい潤滑油を再充填してください。2,000時間の運転ご
とまたは6か月ごとに、潤滑油のレベルをチェックしてください。1
年に一度、排油と再充填を行ってください。

バイキング関連装置の潤滑
すべてのモーター、カップリング、ギアレデューサー、またはその
他の駆動装置をチェックし、メーカーの指示に従って推奨のとお
りに潤滑してください。
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保証
バイキングのポンプ、ストレーナー、およびレデューサーは、
通常の使用および運転の条件において材料上および製造
上の欠陥がないことを保証します。保証期間は製品の種
類ごとに異なります。通常の使用および運転の条件におい
て材料上および製造上の欠陥が原因で故障したバイキン
グ製品については、バイキングが修理または交換します。
バイキングは独自の選択により、バイキング製品の修理ま
たは交換を行う代わりに、バイキング製品にお支払いいた
だいた購入代金を（使用期間に対する合理的な値引き分
を差し引いて）（現金またはクレジットで）返金する場合が
あります。バイキングの保証には、特定の制約事項、制限
事項、除外事項、および例外事項が適用されます。保証期
間、適用される制約事項、制限事項、除外事項、例外事項な
ど、バイキングの保証の詳細は、バイキングのウェブサイト
（www.vikingpump.com/warranty/warranty-info）に掲載
しています。また、Viking Pump, Inc., 406 State Street, 
Cedar Falls, Iowa 50613, USA.宛てに郵便でお問い合わ
せいただければ、バイキングは保証の詳細を郵送にてお送
りします。

本保証は、バイキングにおける唯一かつ排他的な保証であ
るものとし、明示的か暗黙的かを問わず、商品適格性、特定
の目的への適合性、および非侵害性に関するすべての保証
を含む（これらの保証ではすべて他の保証は明示的に除外
されています）がそれらに限定されない、その他のすべての
保証に代わるものです。

この保証に基づく権利および救済は、バイキングに対する唯
一かつ排他的な権利および救済であるものとします。本保
証の下で規定されている特定の責任および義務を除き、バ
イキングは、何らかの形で欠陥があると主張されるいかなる
製品に関しても、一切の責任および義務を負わないものとし
ます。

いかなる状況においても、バイキングは、売上/収益/利益/
収入/費用節約/事業の損失または未回収、契約の消失また
は未実現、信用の喪失、風評被害、財産の損失、情報または
データの損失、製品の喪失、ダウンタイム、費用の増加など、
いずれかの製品に関して生じたあらゆる種類の特別的、偶
発的、間接的、結果的、または懲罰的な損害について、たとえ
バイキングがそのような損害の可能性について助言や通告
を受けていたとしても、もしくは、いかなる製品のいかなる
本質的な目的が達成されなかったとしても、本保証に基づく
責任を負わないものとします。

テクニカルサービスマニュアル：設置、運転、保守
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世界共通製品ライン：ステンレス鋼
724シリーズ™、4724シリーズ™

サイズ：F、FH、G、H、HL、K、KK、L、LQ、LL


